
水沢VERA望遠鏡で
系外惑星を観測したい

東海大学 現代教養センター

白鳥 裕



きっかけは



これ





「SETIだけではなく系外惑星そのものの観測も
しましょう」が本発表の目的

そもそも系外惑星と水沢の関わりは古い





Mayor & QuelozのNatureの論文から1年
後には水沢10ｍ鏡で観測



最初期のメンバー構成



ここで提案してきたのは、恒星の磁束管を惑星の磁場
が引っ張ることで恒星のフレア現象の頻度が上がる可
能性がある。フレア現象の頻度と性質を詳細に調べる
ことで、系外惑星の性質を調べることができるのでは
ないかというものでした。





恒星フレアのリコネクションモデル



惑星磁場の効果

恒星のフレア現象が惑星磁場の効果
が加わることで、より高頻度で起こ
るだろう



惑星磁場の効果は？
Busseの法則(M=ρc

1/2ωRc4)を51 Pegに適用すると木星磁場の10分の1位
の強度。磁場は弱いが、主星との距離は遙かに木星よりも近いので効果的
に働くと予想される

51 Peg B の主星との距離は0.05 AU4
太陽ー木星間は5.20 AU



今回の提案

水沢の望遠鏡を系外惑星そのものの観測に使いたい



ただし、系外惑星の数は遙かに増えている



現在は4145個（2019.12.11 http://www.exoplanet.eu/catalog/より）
この研究により適した系外惑星を選び直す必要はあると思われる


